








自分らしく働きながら、子育てにも全力で取
り組む二人の女性をご紹介。
仕事のこと、家庭のこと、二人が感じる富山

市の魅力など、かがやく女性たちのリアル
な本音に迫りました。

「頼っていい」そう思えて楽になった
アナウンサーは代役のい
ない仕事だからこそ、子ど
もが体調を崩したときは
大変で、両立に悩んだ時
期もありました。それでも
「適度に適当でいい、周り
に頼っていい」と思えるよ
うになってからは、気持ち
が楽になりました。夫だけ

でなく、富山市の一時保育や病児保育にも助けられな
がら、安心して仕事に行けるようになりました。

四季を感じながら、家族で外へ
富山は自然が身近にあり、四季を感じながら子どもと遊
べるのが魅力です。夏は海やキャンプ、冬はスキーへ家
族で出かけています。豊かな自然の中で家族との時間を

確保でき、アウトドアライフを楽しめています。年に一度
は県外へも足をのばして、子どもたちに普段できない体
験をプレゼントしています。今年は宮古島でウミガメに
出会って、子どもたちは大興奮でした。

子どもがいるから、挑戦したい
子育ては思い通りにならないこともたくさんあります。た
だ、その一つひとつが親としても、人としても私を成長さ
せてくれているなと実感します。子どもがいるから夢をあ
きらめるのではなく、子どもがいるからこそ新しいことに
挑戦したい。子どもたちにも将来は好きなことに挑戦し
てほしいから。これからも富山で、自分らしい子育てと人
生を楽しんでいきたいです。

預ける側になって、わかったこと
娘は風邪を引きやすく、仕事で大きな行事がある日に熱
を出したときは、主人や母を頼ったり、休めるときは休ま
せてもらって、周りに助けられながら両立してきました。
育休から復帰するとき、初めて娘を保育園に預けた日は、
思わず泣いてしまいました。預ける側になって初めて、今
まで自分が保育士としてお世話してきたお母さんたちの
気持ちが心から理解できた気がします。

公園が子どもを育ててくれる
富山は大きな公園が多いのも魅力のひとつ。公園や自
然は子どもの五感を育てるのにぴったりだと、保育の仕
事を通しても実感して
います。お気に入りは岩
瀬スポーツ公園。土曜
日に私が仕事の日は、
パパと娘で高岡や入善

まで足をのばすこともありま
す。赤ちゃんの頃から公園に
通える環境があることは、子
どもの成長にとって本当にあ
りがたいです。

子どもと一緒に
富山の魅力を再発見
学生の頃は「富山って遊ぶとこ
ろが少ないな」と思っていまし
たが、子育てを始めてからは行
きたい場所がどんどん増えて、行ききれないほどです。公
園に児童館、新しいカフェなど、娘と一緒に行って笑顔を見
られるのが私にとって一番のストレス発散です。二人目を
迎える今も、産後ケア事業や出産・子育て応援事業など、
頼れる制度が新たに増えていくのが心強いです。これか
らも家族みんなで、富山の毎日を楽しんでいきたいです。

テレビ局にいた頃は、朝早くや夜遅くなど時間が
不規則なこともあり、今の子育てとの両立は難し
かったと思います。フリーになった今は、自分で
スケジュールを調整できているので、大好きなピ
ラティスのインストラクターをしたり、学校行事
の日はあらかじめ予定を入れないようにしたり
して、子どもとの時間も大切にしています。
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中学生のときの『14歳の挑戦』で保育園に行っ
たことが保育士を目指すきっかけになりました。
高校の家庭科の授業でも、夏休みに保育園のお
手伝いに参加し、担任の先生に「保育士、向いて
るね」と言われたことも背中を押してくれました。
短大を卒業してすぐにいちい保育園に就職し、
今年で9年目になります。
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富山でかがやく
子育てWOMAN

HAYASHI AINA FUJITA TOMOMI

自分のペースで働き、子どもと夢を育てていく 仕事でも家庭でも、子どもの気持ちに寄り添いたい

子どもとの
時間は
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●夫
●長男（8歳）
●次男（5歳）

４人家族

きっかけは
、

14歳の挑戦

●夫
●長女（4歳）
※2027年に第2子誕生予定

3人家族
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